


「政策サイクル推進地方議会フォーラム」 

「地方議会からの政策サイクル」成熟度評価モデル 

～その現在・過去・ミライ～ 

  

日 時：2024年 5月 25日  13：30～17：30 

会 場：全国町村会館 2階ホール 

主 催：日本生産性本部 

プログラム : 別紙参照 

●講 演：「地方議会からの政策サイクル ～その現在・過去・ミライ～」  

大正大学地域創生学部教授  江藤俊明 氏 

・「住民自治の根幹」としての議会の作動については、非常に重要なので、 

   全文を添付、議員各位にてご確認いただきたいと思う。 

 

●実践報告 : 会津若松市 : マニフェストランク 8位 

        議会成熟度評価モデルの実装に向けた取組経過 

～「会津若松「モデル」の構築に向けて～ 

 

●実践報告 : 飯田市: マニフェストランク 7位。 

      「議会による自己診断」～「議会の新たな姿」へ 

      「地方議会成熟度評価」の取組 

 

●実践報告： いなべ市: マニフェストランク 52位。 

      「地方議会成熟度評価モデル」による議会活動の検証評価 

 

●パネルディスカッションパート 1 「政策サイクル～未来」 

  パネリスト：江藤俊明 氏、松崎新 氏、井坪 隆 氏、清水隆弘 氏 

  コーディネーター : 千葉茂明 氏(日本生産性本部)  

 

●パネルディスカッション 2 「伴走する議会 (事務) 局とは?」 

   パネリスト: 江藤俊明氏、井坪隆氏、清水克士氏 

   コーディネーター : 千葉茂明 氏(日本生産性本部) 

 

考察  

総務省の職員が手伝いをしていたのが印象的であった。  

最新のマニフェストランク 7 位の飯田市議会、8 位の会津若松市議会、9

位の浜田市議会が参加していたのが、特筆ものであった。 



パート 1 では、それぞれの立場での首長に対する政策提案・実現の悩み

が披歴されたが中身に乏しく感じた。 

パート 2 では、伴走する事務局職員像の確立と補佐の射程について、各

議長、元議長達の経験に基づき激論がかわされた。私も指名を受けたので、

事務局人事については、執行部主導ではなく、議会向きの人材確保が重要

で、スカウト活動が必要であると答えた。他市の議長からは、それはなかな

か難しいとの発言が多かった。いずれにしても、事務局職員の「事務の射程」

を明確化することで、議員と職員の関係をより健全なものとし、「議会から

の政策サイクル」確立に不可欠な「チーム議会」醸成を目指して努力してい

くことが重要と感じた。 

 以上報告します。                   牛尾 昭 


















